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そば屋こだるま

窓から見える山並がきれい

シフォンケーキの店 チョコロファム
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　店舗は築38年の古民家を使用。600坪
の敷地には日本庭園が広がります。「そば
の神様」と呼ばれる名人の指導を受け、パ
リでもそばを提供していた店主さんが上
野焼と出会い上野にお店をオープン。

　以前は持ち帰りの販売のみでしたが「上野や
福智山の景色を楽しみながらゆっくりケーキを
食べてほしい」との思いから家族で力を合わせ
てカフェを手造りしました。すごいですね !!
ふわふわでやさしい味のシフォンケーキです。
ハンバーグもお勧めですよ！

のれんと看板にも
国際的なエピソードが!!
くわしくはSNSを
ご覧ください!

町外の人が福智町に興味を持ってくれる「窓口になりたい」と話してくれました
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9月議会定例会 委員会報告
総務文教常任委員会
主な質疑・意見等

質疑

質疑

質疑

答弁

答弁

答弁

高校生通学定期券助成金13,546千円について、説明で
544人分ということだったが、この金額を均等に分けるこ
とになるのか。
現在15歳から17歳の高校生の人数が604人、そのうち生
活保護や自転車通学している学生の約1割程度を除いた
544人が対象で、購入した定期券の2分の1を補助する予定。
定期券の購入金額によって補助する金額も変わる。

旧保健センターの工事内容は空調設備になっているが、建
物自体古く雨漏りをしていると聞いていたので、先に建物から整備するのが妥当ではないかと思う
がどうなのか。
旧保健センター棟で7工区、旧診療所棟で7工区の14工区はすでに契約が完了しており、今回の工
事に関して議決を要する金額の工事の議案に上げているため。

日王の湯が工事のためかなり長い期間休止したと思うが、休止状況の周知方法について尋ねる。
休業になったのが6月上旬であったため、広報誌でお知らせすることが時期的に困難であった。町
のホームページやSNSを活用してお知らせをした。また指定管理業者の株式会社サンレーのホー
ムページや会員に向けてのお知らせによって周知を行った。

主な質疑・意見等

質疑

質疑

質疑

質疑
答弁

答弁

答弁

答弁

米不足により新米の価格が跳ね上がっており、国は減反政
策の見直しを行うという話も出ている中、町長はじめ農政
課長はどういう考えを持っているのか尋ねる。
新たな農業の政策として組合の法人化による多角経営を進
めており、これからの農業の指針になるのではないかと感
じている。マスコミは増産する報道をしているが、まだ国
から正式な減反政策についての通達はないため、どのよう
に制度が改正されるかわからないところである。また通達があれば水田協議会や再生協議会で検討
し、今後の方針に転換していく予定である。

国土調査について、現在どの程度完了しているのか。
数字ではお示しできないが、方城地区はすべて完了しており、現在赤池地区の徳人原地区と上野地
区を行っている。また金田地区においては送り込みができていない場所の再調査が残っている。

アリーナについて2回入札が不調になったと聞いたが、入札参加業者について尋ねる。
1回目の入札時の入札参加者は1社であった。価格競争を重視し、2社以上でないと入札は成立しな
いという入札基準を設けていたため不調に終わった。2回目の入札は前回の入札を踏まえ、1社で
も入札は成立することとして再度入札を行った。入札参加業者は1社であったが入札日の前日に辞
退届が提出されたため不調に終わった。

条件の見直しや価格を配慮して入札を行うと町民の負担が増えるのではないか。
当初計画どおりの金額の範囲内で考えている。

産業建設常任委員会 9月4日（木）

9月2日（火）
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令和7年 第3回福智町議会
（9月12日 本会議最終日）

議案一覧と賛否結果（電子採決システムによる）
賛成 ○ 　反対 ×

議案
番号

議　案　名 皆

　川

原

　田

矢

　野

日
比
生

木

　村

髙

　津

沼

　口

堀

　江

楠

　木

朝

　部

木

　戸

小

　松

尾

　﨑

橋

　本

石

　谷

田

　㟢

森

　野

浦

　田

議

　
　
　
　長

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

令和6年度福智町一般会計及び特別会計歳入歳出決算
の認定について

令和6年度下田川清掃施設組合一般会計歳入歳出決算
の認定について

福智町議会議員及び福智町長の選挙における選挙運動
の公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

福智町職員の育児休業等に関する条例及び福智町職員
の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

令和7年度福智町一般会計補正予算（第2号）について

令和7年度福智町国民健康保険特別会計補正予算（第1
号）について

令和7年度福智町後期高齢者医療特別会計補正予算（第
2号）について

物品売買契約の締結について

工事請負契約の締結について

工事請負契約の締結について

令和7年度国民健康保険福智町立診療所事業特別会計
補正予算（第1号）について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

令和7年度福智町一般会計補正予算（第3号）について

医療機関の事業と経営維持のための診療報酬の期中改
定、及び緊急財政支援措置を求める意見書について

福智町フットサルコート複合施設条例の一部を改正す
る条例の制定について

議 案
第55号

議 案
第56号

議 案
第57号

議 案
第58号

議 案
第59号
諮 問
第 4 号
諮 問
第 5 号
発 議
第 1 号
議 案
第60号

議 案
第54号

議 案
第53号

議 案
第52号

議 案
第51号

議 案
第50号

認 定
第 2 号

認 定
第 1 号 ○×○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 欠席

○×○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 欠席

○○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 欠席

○○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 欠席

○○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 欠席

○○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 欠席

○○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 欠席

○○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 欠席

○○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 欠席

○○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 欠席

○○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 欠席

○○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 欠席

○○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席棄権 欠席

○○○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 欠席棄権

○○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席棄権 欠席

○○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席棄権棄権棄権 欠席

答弁

厚生常任委員会
主な質疑・意見等

質疑

質疑

質疑

答弁

答弁

予防接種委託料11,000千円について、予防接種内容を尋
ねる。
令和7年度から帯状疱疹ワクチンが定期予防接種に組み込
まれた。2029年度までの5年間は経過措置として5歳刻み
の年齢の方を対象に予防接種を行うようになった。個人負
担は生ワクチン3,000円、組み換えワクチン6,500円の負
担になっている。

現在集団健診の窓口が、コールセンターになっているのは
集団健診対象者が多いからなのか尋ねる。
今年度から集団健診の受付も含めてコールセンターに業務委託し、他の保健事業等の効率化を図っ
た。また今年度から後期高齢者の健診も受付するようになり、事業内容を充実させた。

8月に国民健康保険の切替もあり、マイナンバーカードに保険証が紐づけされているのかわからな
かった方が非常に多かったのではないかと推測するが、診療所等で何かトラブルはなかったのか尋
ねる。
窓口で問い合わせがあれば対応するが、特にトラブル等の報告はなかった。

9月3日（水）
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① 一般会計歳入歳出決算書

② 同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算書

③ 国民健康保険特別会計歳入歳出決算書

④ 後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算書

⑤ 国民健康保険福智町立診療所事業特別会計歳入歳出決算書

⑥ 田川郡町村公平委員会特別会計歳入歳出決算書

⑦ 公共用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算書

⑧ 下田川清掃施設組合一般会計歳入歳出決算書

　歳入における公共料金収納状況は、近年人口減に伴い税や使用料が減少傾向にあり、収納率につ
いても前年度より微増しているものの、滞納繰越分については依然として低い水準が続いている。
また、住宅使用料や、給食費などの私債権についても債権管理条例に基づき、滞納額の解消に向け
公正かつ円滑な債権管理に努められたい。
　令和6年度特別会計決算における診療所事業特別会計は、実質収支が令和5年度で約4,600万円程
度の赤字、令和6年度では約8,600万円の赤字となり、方城診療所に統合した後の累積赤字は、2億
62万2千円となっている。前年度より単年度赤字は増加し累積赤字は増大していくものと考えられ
るため、早急に経営改善計画を策定し赤字縮小に向けた取り組みに努められたい。

　職員人件費は、令和4年度より会計年度任用職員の大部分が包括委託業務へ移行されたことで、
物件費が増加傾向となり、町財政を逼迫させる一因となっているため、更なる人件費の縮小が必要
である。今後の行財政運営にあたっては、「教育施設等の公共施設統廃合に伴う整備及び解体」、「大
任町し尿処理・じん芥処理・埋立処分施設建設事業負担金」「田川広域水道企業団施設整備事業負担金」
「町営住宅の改修・建替事業」等多額の経費を要する事業が見込まれている。経常収支比率は令和6
年度決算前年度比1％増の96.9％と上昇し今後数年で100％を超えることが懸念される。今後住民
サービスの利便向上を図るうえで、必要性と費用対効果を念頭に置き、現在実施している事業の見
直しに積極的に取り組まれたい。さらに行政窓口における手続きのオンライン化や、働き方改革に
適応した対策など社会構造の転換に即した業務体系が求められる中、新しい時代に取り残されるこ
となく真に住民サービスの向上に根差した取り組みに努められたい。

　地方債の令和6年度末現在高は、約178億5701万2千円となっているが、昨年度より約4億
6352万円の減となっている。元利償還金の7割が後年度普通交付税で措置される過疎対策事業債
は、令和12年度まで継続となっているが、合併特例債は令和7年度の期限が迫っており、借入上限
額まで残りわずかとなっているため、地方債借入計画を綿密に策定し、将来負担を十分考慮し、地
方債の発行額抑制に努める必要がある。

　基金残高については、約255億9557万6千円で昨年度より約19億791万1千円増額となってい
る。取崩し額30億4712万4千円に対し、積立額49億5503万5千円。主な増額要因はふるさと納
税に伴う指定寄付金、企業版ふるさと納税寄付金等であるが、それに対し、ふるさと納税返礼品事
務事業、灌漑施設維持管理事業、教育施設整備事業などの財源としての基金取崩しも大きくなって
いる。積立累積金額が増えてきていることから、町民へ恩恵が目に見えてわかるような行政サービ
スを行い、地域振興発展のために有効活用して頂きたい。また、生産年齢人口減少に歯止めをかけ
るには、子育て世帯の移住・定住施策の強化が必要であり、若年層の声に真摯に耳を傾け、移住し
てもらえる環境づくりや町独自支援の体制を整え、事業推進に積極的に取り組まれたい。

当委員会の意見は次のとおりでした。

令和6年度決算特別委員会 9月8日（月）
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　ふるさと納税で2018年度497億円を記録、アマゾンギフト券10％を返礼品としたため、み
やき町（佐賀）、高野町（奈良）、小山町（静岡）とともに国が制度から除外のペナルティ。泉佐野市
はこれを不服とし国を訴えての裁判に勝ち（2020年6月）、ふるさと納税の制度に復帰。
　又、ふるさと納税の収入が多いことから交付金減額についても裁判に訴えての勝訴。
　冒頭、大和屋貴彦議長（申し合わせで1年交替）、千代松大耕市長からご挨拶をいただく。関西
国際空港開港30年を迎えたが、2008年・財政健全化団体に指定、歳出を絞りに絞って2015年
脱却、他に歳入を増やす方法としてふるさと納税制度に着目。13年間担当しているという阪上
博則成長戦略室長が1時間半（2時間近く）に亘ってスライドを使って熱弁を披露。＃（ハッシュタ
グ）3.0、64.1億円新たなふるさと納税を集めている（令和6年度181.5億円の34.6％）。

令和7年10月2日（木）・3日（金）

掟破りの自治体改革
千代松 大耕（著）

関西圏で永住しやすい市として
衆目を集める泉佐野市。アグ
レッシブに活動する自治体「経
営者」!第2弾!!

最高裁で逆転勝訴した「ふるさ
と納税」のその後。コロナ禍での
自治体の取り組み関空が過去最
高から過去最低に落ち込んだ苦
悩、市政のために自らを含む特
別職の給与カットを敢行、全国
の自治体経営者必読の書!

議員視察研修

1.大阪府泉佐野市
いずみ    さ      の

せん   なん            みさきちょう

　和歌山県との県境の町、庁舎も築60年と古く、3階までの暗い階段を上る。坂原正勝議長、
中口守可副町長から歓迎の挨拶をしていただく。自己紹介の後、各主管の方から20頁に亘る資
料の説明を受ける。福智町のために特別に作成されたもので、移住・定住の支援の充実（結婚
祝金5万円、結婚新生活支援60万円、出産祝金10万円etc）、充実の子育て支援（子育て支援セ
ンターでの一時預かり、生後57日から保育所入所可、ファミリーサポートセンターetc）、小学
校内に保育所を併設、放課後こども教室、空き家を活用してのまちづくり交流館と工夫をこら
している。説明後、活発な意見交換を行う。

2.大阪府泉南郡岬町

やま  と    や  たか ひこ

さかがみ

なかぐちもりよし

さか はらまさかつ

ち    よ  まつ ひろ やす

ひろのり
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一
般
質
問

　森
野

　和
彦 

議
員

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

香
春
町
で
は
福
岡
県

立
大
学
と
連
携
し
て
、

ト
リ
プ
ル
P
と
い
う
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
近
隣
の
小
児

科
医
も
趣
旨
に
賛
同
し
、
乳
児

健
診
に
入
り
親
の
サ
ポ
ー
ト
か

ら
子
供
達
と
の
か
か
わ
り
方

や
、
子
供
達
と
の
関
係
に
変
化

が
あ
り
良
い
も
の
と
な
っ
た
と

聞
い
て
い
る
が
、
福
智
町
で
も

こ
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
の
か
問
う
。

こ
ど
も
課
長

現
在
、
当
町
に
お
い

て
は
ト
リ
プ
ル
P
を
用
い
た
支

援
活
動
は
行
っ
て
い
な
い
。

ど
の
よ
う
な
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
る
の

か
問
う
。

こ
ど
も
課
長

妊
娠
時
か
ら
出
産

期
、
子
育
て
期
に
寄
り
添
う
こ

と
を
大
事
に
し
、
伴
走
型
支
援

を
実
施
し
て
い
る
。
母
子
手
帳

交
付
時
、支
援
の
起
点
と
な
り
、

担
当
保
健
師
が
面
談
や
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
絆
を
深
め
て

相
談
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、

母
親
の
体
調
、
産
後
ケ
ア
、
子

育
て
期
に
お
け
る
発
達
支
援
の

相
談
で
は
パ
ン
ダ
相
談
事
業
の

利
用
を
促
し
心
理
の
先
生
へ
と

つ
な
い
で
い
る
。

年
齢
の
段
階
に
分
け

た
施
策
を
問
う
。

町
長

保
育
料
の
無
償
化
、

給
食
費
の
義
務
教
育
学
校
の
無

償
化
、
高
校
生
に
関
し
て
は
、

通
学
定
期
の
半
額
補
助
を
10
月

よ
り
実
施
し
て
い
く
。

教
育
施
策
に
つ
い
て

本
町
の
学
力
向
上
策

を
問
う
。

教
育
長

町
独
自
で
10
名
の
教

員
を
配
置
し
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

ル
ー
ム
学
習
や
教
科
書
を
教
師

用
に
電
子
版
指
導
書
を
導
入
し

て
い
る
。
児
童
生
徒
に
は
、
デ

ジ
タ
ル
ド
リ
ル
の
導
入
。
学
期

別
に
学
力
向
上
研
修
委
員
会
を

開
催
し
、校
内
授
業
改
善
研
修
、

I
C
T
の
効
果
的
な
活
用
、
複

数
教
員
に
よ
る
指
導
T
T
を
学

級
２
分
割
、
学
年
を
３
分
割
と

し
た
や
り
方
を
行
っ
て
い
る
。

福
智
町
総
合
体
育
館
に

つ
い
て

当
初
２
カ
年
継
続
で

あ
っ
た
が
、
今
回
３

カ
年
で
の
総
予
算
額
55
億
９

9
1
0
万
円
で
変
更
は
な
い
の

か
問
う
。

町
長

当
然
補
正
を
す
る
と

い
う
の
は
考
え
て
い
な
い
。
今

の
予
算
の
中
で
考
え
て
い
る
。

福
智
町
に
と
っ
て
60

億
円
の
事
業
は
初
め

て
と
思
う
。
町
民
が
心
配
す
る

よ
う
な
状
況
に
な
ら
な
い
の
か

問
う
。

町
長

そ
の
考
え
で
進
ん
で

い
る
。
努
力
す
る
所
は
努
力
し

業
者
に
も
当
然
お
願
い
し
、
こ

の
予
算
で
乗
り
切
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。予

算
は
非
常
に
大
事

で
あ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
町
民
の
皆
さ
ん
は
心
配
し
て

い
る
の
で
、
予
算
の
範
囲
内
で

完
了
す
る
事
を
念
頭
に
お
い
て

事
業
を
遂
行
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

森野　和彦 議員

問

問

答

答

答

答

問

問問

問 答答意
見

親が自信を持って前向き
に子育てできるよう支援
するプログラム

トリプルP
はてなメモ

子育てや家庭の悩み
を気軽に相談できる
支援窓口

パンダ相談事業
はてなメモ

（令和7年第3回定例会）
一般質問
議員7人が町政を問う
一般質問は、町の行政全般にわたって、町長や教育長などに、
方針や説明を求めるものです。

議会だよりでは、質問と答弁を要約しています。
本議会での傍聴をお待ちしています。

※各議員が質問した事項の中から抜粋して掲載しています。

質問事項質問者 ページ

森野　和彦

尾﨑さつき

朝部　　壽

木戸　勝正

防災対策について
ふるさと納税について
モバイル１人１端末の学校教育について
高齢者等の交通手段確保について

子育て支援について
教育施策について
福智町総合体育館について

12

13

14

9

10

木村　幸治

髙津　鶴己

議会を傍聴
しませんか!!

本庁舎4階の傍聴席入り口で、住所、氏名等を受付票にご記入
いただき、受付箱に投函のうえ議場傍聴席にお入りください。
詳細は、議会事務局までお問い合せください。
（☎0947-22-7772）

若者の奨学金返還支援制度について
誰もが安心して搾乳できる環境づくりについて
資源ゴミについて

11

行政改革・令和7年度行事・事業について

町営住宅の家賃滞納について
平原集会所移転について
水と灯火の夕べについて

田㟢みゆり 15
訪問介護の減収を補助できないか
体育館の空調設備を早く設置してほしい
給食を食べない子への給食費を給付へ

8月の豪雨について
鳥獣害被害対策について
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問
事
項
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一
般
質
問

　尾
﨑
さ
つ
き 

議
員

若
者
の
奨
学
金
返
還
支

援
制
度
に
つ
い
て

従
業
員
の
奨
学
金
の

返
還
を
企
業
が
肩
代

わ
り
す
る
代
理
返
還
支
援
制
度

を
2
0
2
1
年
か
ら
実
施
し
、

現
在
で
は
さ
ら
に
従
業
員
に

と
っ
て
も
、
企
業
に
と
っ
て
も

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
奨
学
金
の
返

還
支
援
制
度
が
充
実
し
て
い

る
。
6
月
末
ま
で
に
3
7
0
0

社
が
登
録
し
て
い
る
。
こ
の
奨

学
金
返
還
支
援
制
度
を
町
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
、
見
解
を
問
う
。

町
長

本
制
度
は
、
企
業
に

と
っ
て
も
税
制
度
で
歓
迎
さ
れ

る
と
思
う
の
で
、
広
報
誌
を
通

し
て
、
周
知
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

誰
も
が
安
心
し
て
搾
乳

で
き
る
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て人

が
利
用
す
る
施
設

に
は
授
乳
室
の
設
置

が
進
ん
で
い
る
が
、
授
乳
室
で

搾
乳
も
で
き
る
こ
と
は
ま
だ
一

般
の
理
解
が
な
い
よ
う
に
思

う
。
福
智
町
の
授
乳
室
で
の
利

用
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
尋
ね
る
。

こ
ど
も
課
長

授
乳
室
は
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
、
ふ
く
ち
の
ち

の
2
カ
所
に
設
置
し
、
お
母
さ

ん
た
ち
に
は
安
心
し
て
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、授
乳
室
、

搾
乳
室
の
表
示
も
行
っ
て
い

る
。

資
源
ゴ
ミ
に
つ
い
て

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ

ベ
ル
を
剥
が
し
、
洗

浄
し
て
手
間
を
か
け
て
る
割
に

袋
が
有
料
に
な
っ
て
い
る
こ
と

に
納
得
の
い
か
な
い
方
も
お
ら

れ
る
の
で
、
ゴ
ミ
袋
を
無
料
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
尋
ね

る
。

住
民
課
長

ゴ
ミ
袋
の
有
料
化

は
、
環
境
保
護
や
ゴ
ミ
の
減
量

促
進
等
を
目
的
と
し
た
制
度
で

あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
ゴ
ミ
袋
を

無
料
に
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

北
九
州
で
は
、
資
源

ゴ
ミ
に
関
し
て
は
申

請
す
れ
ば
無
料
の
袋
が
も
ら
え

る
が
、
福
智
町
で
は
ど
う
な
の

か
尋
ね
る
。住

民
課
長

今
後
調
査
し
て
い

く
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
て

い
る
方
も
お
ら
れ
る
が
町
で
回

収
で
き
な
い
か
。

住
民
課
長

町
と
し
て
の
回
収
は

行
っ
て
な
い
が
、
社
会
貢
献
の

一
環
と
し
て
民
間
企
業
や
店
舗

等
と
連
携
し
検
討
し
て
い
く
。

キ
ャ
ッ
プ
1
キ
ロ
約

4
0
0
個
10
円
で
交

換
、
ま
た
命
を
守
る
ワ
ク
チ
ン

に
変
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、

町
と
し
て
ど
う
考
え
る
の
か
問

う
。

住
民
課
長

福
智
町
と
し
て
も
社

会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
考

え
て
い
き
た
い
。

小
さ
な
習
慣
が
大
切

な
命
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
を
福
智
町

か
ら
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

尾﨑さつき 議員

問

問

問

答

問

問問

答

答答答

答

意
見

▲ペットボトル

さ
く 

に
ゅ
う

さ
く
に
ゅ
う

▲授乳室
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一
般
質
問

　髙
津

　鶴
己 

議
員

防
災
対
策
に
つ
い
て

福
智
山
断
層
が
町
北

部
に
走
っ
て
い
る
そ

う
だ
が
、
地
震
対
策
と
し
て
事

前
の
準
備
は
考
え
ら
れ
な
い
の

か
問
う
。

防
災
管
財
課
長

県
が
実
施
し
て
い
る

地
震
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
内
容

を
も
と
に
、
福
智
町
と
し
て
地

震
を
含
む
災
害
に
備
え
た
体
制

づ
く
り
、
事
前
整
備
の
実
施
を

積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

大
地
震
の
際
、
彦
山

川
の
水
が
津
波
と
し

て
福
智
町
ま
で
遡
上
、
危
険
に

な
っ
て
く
る
恐
れ
は
な
い
の
か

問
う
。

防
災
管
財
課
長

県
で
公
表
し
て
い
る

津
波
浸
水
想
定
区
域
図
で
は
福

智
町
へ
の
津
波
の
影
響
は
な

い
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て

平
成
20
年
5
月
か
ら

始
ま
っ
た
ふ
る
さ
と

納
税
、
令
和
5
年
度
は
55
億
8

3
0
0
万
円
で
全
国
27
位
の
実

績
、
こ
れ
ま
で
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
累
積
額
を
問
う
。

企
画
振
興
課
長

令
和
7
年
8
月
末
現

在
で
2
5
9
億
9
0
4
3
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

モ
バ
イ
ル
１
人
１
端
末

の
学
校
教
育
に
つ
い
て

ス
マ
ホ
の
１
日
の
使

用
時
間
を
２
時
間
と

す
る
条
例
案
を
愛
知
県
豊
明
市

が
提
案
し
た
。
ゲ
ー
ム
等
に
熱

中
す
る
子
が
多
く
な
っ
て
ゲ
ー

ム
依
存
症
の
危
険
度
が
高
ま
っ

て
い
る
今
日
、
福
智
町
も
こ
れ

を
見
習
う
べ
き
だ
と
考
え
る
が

ど
う
な
の
か
問
う
。

町
長

豊
明
市
の
取
組
は
一

定
の
評
価
は
で
き
る
と
考
え
る

が
、
も
っ
と
勉
強
す
る
必
要
が

あ
り
、
今
現
在
、
町
に
豊
明
市

の
よ
う
な
提
案
を
採
用
す
る
考

え
は
な
い
。

高
齢
者
等
の
交
通
手
段

確
保
に
つ
い
て

福
祉
バ
ス
か
ら
ふ
く

〜
る
バ
ス
と
な
っ
て

利
用
者
は
ど
う
変
化
し
て
い
る

か
問
う
。

企
画
振
興
課
長

令
和
6
年
度
の
ふ
く

〜
る
バ
ス
の
利
用
者
は
5
万

6
2
9
3
人
、
福
祉
バ
ス
の
令

和
4
年
度
利
用
者
数
は
3
万
3

6
3
5
人
、
1
・
67
倍
利
用
者

が
増
え
て
い
る
。

運
転
免
許
の
返
納
に

よ
る
回
数
券
等
の
交

付
者
は
令
和
2
年
か
ら
こ
れ
ま

で
2
5
8
名
。
超
高
齢
化
社
会

で
は
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確

保
は
大
き
な
問
題
と
な
る
。
要

介
護
1
以
上
の
介
護
認
定
を
受

け
る
と
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
こ
う
い
っ
た
支
援
内
容
を

も
っ
と
P
R
し
て
も
ら
い
た

い
。

髙津　鶴己 議員

問

問答

答

問 問答

問答 答

意
見

▲移動支援
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一
般
質
問

　木
戸

　勝
正 

議
員

町
営
住
宅
の
家
賃
滞
納

に
つ
い
て令

和
7
年
9
月
1
日

現
在
、
赤
池
、
金
田
、

方
城
地
区
合
計
4
5
0
件
・
1

億
7
8
4
7
万
円
の
滞
納
額
を

ど
の
よ
う
に
徴
収
す
る
の
か
。

住
宅
課
長

督
促
状
年
2
回
、
催

告
書
年
1
回
を
送
付
し
、
訪
問

督
促
を
行
う
。
な
お
か
つ
入
金

が
な
い
場
合
は
住
宅
明
け
渡
し

訴
訟
の
手
続
を
し
て
い
る
。

入
居
の
際
の
誓
約
書

の
第
3
項
に
3
カ
月

以
上
家
賃
滞
納
し
た
場
合
退
去

す
る
と
あ
る
が
実
施
さ
れ
て
い

る
の
か
尋
ね
る
。

住
宅
課
長

先
程
と
重
複
す
る
が

督
促
状
、
催
告
書
、
悪
質
な
滞

納
者
に
は
明
け
渡
し
訴
訟
の
手

続
を
実
施
し
て
い
る
。

町
営
住
宅
で
は
動
物

を
飼
う
こ
と
は
禁
止

し
て
い
る
が
守
ら
れ
て
い
る
の

か
尋
ね
る
。住

宅
課
長

守
っ
て
な
い
入
居
者

も
見
受
け
ら
れ
る
。
個
人
が
特

定
で
き
れ
ば
注
意
し
て
い
る
。

ま
た
、
団
地
全
体
に
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
等
で
注
意
し
て
い
る
。

平
原
集
会
所
移
転
に
つ
い
て

以
前
こ
の
件
を
一
般

質
問
し
た
際
に
、
順

番
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
が
、
そ

の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

要
望
書
は
平
成
30
年
と
令
和
3

年
と
2
度
提
出
し
て
い
る
。

町
長

予
算
を
伴
う
こ
と
な

の
で
、
早
期
の
返
答
は
む
ず
か

し
い
が
、
移
転
先
は
元
住
宅
跡

地
を
考
え
て
い
る
。
集
会
所
改

築
費
用
を
捻
出
し
予
算
の
確
保

が
で
き
た
の
ち
と
し
か
今
の
と

こ
ろ
返
答
出
来
な
い
。

こ
の
件
に
つ
い
て
再

度
要
望
書
を
提
出
し

た
い
が
、
住
民
と
の
懇
談
会
は

実
施
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

町
長

要
望
書
を
受
け
修
理

か
移
転
か
計
画
を
出
し
て
、
方

針
が
ま
と
ま
り
次
第
通
知
す

る
。

水
と
灯
火
の
夕
べ
に
つ
い
て

再
度
実
施
計
画
を
し

て
ほ
し
い
が
ど
う
考

え
る
の
か
。町

長
町
の
総
合
計
画
で
水

と
灯
火
の
夕
べ
は
各
種
団
体
の

イ
ベ
ン
ト
に
位
置
付
け
さ
れ
て

お
り
、
町
と
し
て
は
助
成
す
る

形
を
と
り
た
い
。

木戸　勝正 議員

問

問

問

答

答

問

問答

答答

答

▲過去に行っていた水と灯火の夕べ

▲平原集会所

▲団地入居誓約書

問
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一
般
質
問

　朝
部

　
　壽 

議
員

行
政
改
革
・
令
和
7
年
度

行
事
・
事
業
に
つ
い
て

今
回
の
総
合
体
育
館

の
入
札
は
、
ど
の
よ

う
に
実
施
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

防
災
管
財
課
長

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

の
公
募
で
、
全
国
発
信
の
条
件

付
き
一
般
競
争
入
札
を
2
回
実

施
し
た
。
1
回
目
は
参
加
者
が

1
社
だ
っ
た
た
め
不
調
と
な

り
、
2
回
目
は
参
加
者
の
辞
退

に
よ
り
不
調
と
な
っ
た
。

不
調
と
な
っ
た
原
因

は
予
定
価
格
が
低
い

の
か
。
そ
れ
と
も
他
に
原
因
が

あ
る
の
か
、
き
ち
ん
と
調
査
さ

れ
た
の
か
問
う
。

防
災
管
財
課
長

金
額
あ
る
い
は
工
期

の
問
題
な
の
か
、
総
合
的
に
分

析
中
で
あ
る
。

福
智
町
と
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
協
定
中
の
カ
ノ

ア
ラ
ウ
レ
ア
ー
ズ
の
飯
塚
市
で

の
試
合
観
客
数
は
、
2
0
0
0

席
中
1
0
0
0
席
ほ
ど
の
状
況

だ
が
、
集
客
に
不
安
は
な
い
の

か
問
う
。

町
長

現
在
女
子
バ
レ
ー
は

非
常
に
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、

観
客
数
は
増
え
る
と
思
う
。

今
回
の
総
合
体
育
館

の
遅
延
は
現
実
味
を

帯
び
て
き
た
が
、
維
持
管
理
費

等
の
合
計
額
を
今
一
度
示
さ
れ

た
い
。

生
涯
学
習
課
長

年
間
の
維
持
管
理
費

等
は
2
5
0
0
万
円
か
ら
3
5

0
0
万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

飯
塚
市
体
育
館
で
の

維
持
管
理
費
等
は
、

年
間
1
億
2
0
0
0
万
円
を
超

え
て
い
る
が
、
福
智
町
は
そ
の

予
算
で
で
き
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長

飯
塚
市
の
1
億
2
0

0
0
万
円
は
指
定
管
理
費
ま
で

含
ん
だ
金
額
だ
と
理
解
し
て
い

る
。

現
在
町
政
を
任
さ
れ

て
い
る
町
長
は
就
任

以
来
、
入
札
の
や
り
方
に
矛
盾

が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
問
う
。

町
長

1
0
0
以
上
の
業
者

が
お
り
、
徐
々
に
地
域
性
を
外

し
て
、
多
く
の
方
に
入
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
行
っ
て
い

る
。

令
和
6
年
度
は
物
件

数
90
件
あ
っ
た
中
で
、

0
〜
1
万
円
未
満
の
応
札
が

50
％
も
あ
り
、
官
製
談
合
と
疑

わ
れ
て
も
仕
方
な
い
の
で
は
な

い
の
か
尋
ね
る
。

町
長

こ
の
地
域
性
や
指
摘

さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
今

後
発
注
の
仕
方
を
考
え
て
い

く
。

毎
月
の
広
報
誌
は
、

行
政
区
組
長
が
配
る

こ
と
で
、
独
居
老
人
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
安
否
確
認
も

で
き
る
の
で
は
な
い
の
か
問

う
。

町
長

配
布
は
全
戸
配
布
を

前
提
に
し
て
お
り
、
今
ま
で
ど

お
り
と
考
え
て
い
る
。

各
行
政
区
の
防
犯
灯

の
助
成
金
に
つ
い

て
、
先
の
答
弁
で
前
向
き
に
と

の
回
答
で
あ
っ
た
が
、
い
つ
頃

実
施
す
る
の
か
尋
ね
る
。

町
長

令
和
８
年
度
当
初
予

算
で
計
上
予
定
に
な
っ
て
い

る
。

朝部　 壽 議員

問問

問 答答

答

問 問答答

問 問

問 問

答 答

答 答

▲町内の防犯灯

▲総合体育館（アリーナ）
　建設用地
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一
般
質
問

　田
㟢
み
ゆ
り 

議
員

訪
問
介
護
の
減
収
を
補

助
で
き
な
い
か

全
国
で
訪
問
介
護
事

業
所
の
閉
鎖
や
倒
産

が
増
え
て
い
る
。
介
護
報
酬
の

減
額
で
6
割
が
赤
字
と
言
わ
れ

る
が
、
町
内
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長

現
在
8
事
業
所
に
1

0
0
人
以
上
の
従
業
員
が
登
録

さ
れ
て
お
り
、
1
9
0
人
の
利

用
者
を
援
助
し
て
い
る
。
経
営

状
況
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い

な
い
が
、
年
間
に
1
〜
3
件
の

事
業
所
閉
鎖
が
あ
る
。

町
は
こ
の
介
護
報
酬

減
額
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。
減
額
分
を
町
で
補

助
で
き
な
い
の
か
。

町
長

小
規
模
で
の
経
営
は

難
し
い
。
広
域
で
の
経
営
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
財
政

の
補
助
に
つ
い
て
は
担
当
課
と

協
議
し
た
い
。

今
後
高
齢
化
が
進
み
、

介
護
職
員
は
不
足
す

る
。
賃
金
を
上
げ
て
職
員
を
増

や
す
こ
と
は
私
達
の
問
題
で
あ

る
。
町
に
支
援
を
求
め
た
い
。

体
育
館
の
空
調
設
備
を

早
く
設
置
し
て
ほ
し
い

今
年
の
暑
さ
は
尋
常

で
は
な
く
、
学
校
で

は
ど
ん
な
対
策
を
行
っ
た
の

か
。
ま
た
、
体
育
館
へ
の
空
調

設
備
計
画
は
進
ん
で
い
る
の

か
。

教
育
長

空
調
設
備
の
あ
る
場

所
へ
の
移
動
・
扇
風
機
の
使
用
・

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
変
更
・
水

分
や
塩
分
の
補
給
を
行
っ
た
。

町
長

設
備
計
画
は
進
ん
で

い
な
い
。
補
助
金
や
コ
ス
ト
な

ど
調
査
し
計
画
を
作
る
。
教
育

委
員
会
で
設
置
順
を
考
え
る

が
、
時
間
が
か
か
る
。

子
ど
も
達
の
安
全
と

災
害
時
対
策
の
た
め

に
も
、
早
め
に
空
調
設
備
を

行
っ
て
ほ
し
い
。

給
食
を
食
べ
な
い
子
へ

の
給
食
費
を
給
付
へ

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

あ
る
子
や
不
登
校
の

子
、
町
外
の
学
校
に
通
学
す
る

子
な
ど
、
給
食
を
利
用
で
き
な

い
子
ど
も
へ
の
給
食
費
補
助
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。

福
智
町
に
は
町
の
給
食
を
食
べ

て
い
な
い
子
ど
も
は
い
る
の

か
。

学
校
教
育
課
長

ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
に

は
食
材
に
配
慮
し
て
い
る
。
不

登
校
の
子
へ
も
、
登
校
を
想
定

し
て
準
備
し
て
い
る
。
町
外
に

通
学
し
て
い
る
子
ど
も
は
90
名

い
る
。

全
て
の
子
ど
も
達
が

公
平
に
支
援
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
権
利
保
障
の
観

点
か
ら
配
慮
を
求
め
る
。

教
育
長

無
償
化
前
に
何
度
も

話
し
合
い
、
で
き
る
だ
け
対
応

し
て
い
る
が
、
町
外
に
通
学
し

て
い
る
子
ど
も
は
対
象
と
し
て

い
な
い
。

田㟢みゆり 議員

問

問

問

答

答答

問

問 答答

答

意
見

意
見

▲方城中学校体育館
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一
般
質
問

　木
村

　幸
治 

議
員

8
月
の
豪
雨
に
つ
い
て

非
常
に
激
し
い
大
雨

で
あ
っ
た
が
災
害
状

況
を
伺
う
。防

災
管
財
課
長

本
年
8
月
10
日
か
ら

11
日
に
か
け
て
の
大
雨
に
よ
る

災
害
状
況
は
、
建
設
課
所
管
分

で
41
件
、
農
政
課
所
管
分
で
3

件
、
合
計
44
件
の
災
害
の
報
告

が
あ
っ
た
。私

の
地
元
で
も
日
吉

神
社
横
の
交
差
点
に

泥
が
堆
積
し
て
大
変
で
あ
っ

た
。
建
設
課
が
速
や
か
に
対
応

し
た
が
、
職
員
の
配
置
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

防
災
管
財
課
長

防
災
管
財
課
が
6

名
、
避
難
所
の
運
営
対
応
と
し

て
生
涯
学
習
課
及
び
学
校
教
育

課
、
交
代
人
員
を
含
め
12
名
、

保
健
師
・
看
護
師
各
1
名
、
災

害
現
場
対
応
と
し
て
、
農
政
課

4
名
、
建
設
課
7
名
の
計
31
名

の
職
員
を
配
置
し
た
。

自
主
避
難
者
の
状
況

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

防
災
管
財
課
長

自
主
避
難
所
は
町
内

3
カ
所
を
開
設
し
、
自
主
避
難

者
は
1
名
で
あ
っ
た
。

災
害
対
策
避
難
情
報

は
、
た
だ
1
度
行
政

無
線
で
聞
い
た
が
、
避
難
情
報

に
つ
い
て
伺
う
。

防
災
管
財
課
長

8
月
10
日
の
日
曜
日

の
夕
方
に
か
け
て
、
福
智
町
で

は
気
象
庁
が
発
表
す
る
危
険
度

分
布
の
キ
キ
ク
ル
が
警
戒
レ
ベ

ル
3
相
当
で
、
同
日
19
時
に
高

齢
者
等
避
難
を
発
令
。
後
8
月

11
日
の
19
時
避
難
所
閉
鎖
・
高

齢
者
等
の
避
難
解
除
。
今
回
防

災
無
線
の
活
用
を
3
回
実
施
。

8
月
10
日
の
18
時
に
自
主
避
難

所
開
設
。
19
時
に
高
齢
者
等
避

難
発
令
。
11
日
19
時
高
齢
者
等

避
難
の
解
除
・
自
主
避
難
所
閉

鎖
の
計
3
回
を
防
災
無
線
に
て

行
っ
た
。

防
災
無
線
放
送
の
内

容
で
、「
小
学
生
の
皆

さ
ん
も
う
す
ぐ
6
時
で
す
。
外

で
遊
ん
で
い
る
人
は
早
く
お
う

ち
に
帰
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

案
内
は
、
大
雨
の
最
中
に
同
じ

内
容
で
放
送
し
て
い
る
。
当
町

の
防
災
無
線
は
受
け
と
め
方

で
、
信
頼
性
を
失
う
。
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
尋
ね

る
。

防
災
管
財
課
長

通
常
の
防
災
無
線
の

放
送
等
と
の
調
整
を
事
前
に
図

り
、
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行

う
。

鳥
獣
害
被
害
対
策
に
つ

い
て

イ
ノ
シ
シ
の
駆
除
頭

数
が
多
く
、
令
和
2

年
度
〜
6
年
に
か
け
て
イ
ノ
シ

シ
の
年
間
4
0
0
頭
、
た
だ
し

令
和
5
年
度
は
1
9
5
頭
と
半

減
、
な
ぜ
な
の
か
。

農
政
課
長

以
前
捕
獲
頭
数
が
多

く
個
体
数
が
減
り
、
7
年
度
は

少
な
く
な
る
と
予
想
し
て
い

る
。

猟
銃
で
駆
除
し
た
カ

ラ
ス
の
後
処
理
に
つ

い
て
、
近
所
の
道
路
に
鳥
の
死

骸
が
あ
っ
た
が
、
駆
除
後
は
片

付
け
て
い
る
の
か
。

農
政
課
長

銃
器
で
行
っ
て
る
の

で
、
全
部
は
回
収
で
き
て
い
な

い
。

木村　幸治 議員

問問

問 答答

答

問問 答

答 答

問 答

問

▲鳥獣害

▲防災無線
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豊かな心を育み 共に輝き 共に育つ保育

金田保育園
は創立100年を迎えました。

せみとり 泥水あそび
きもちいいね

ちびっこ農園の収穫 とうもろこしの皮むき 十五夜のお団子づくり

お茶会

動
か
ら
静
へ

毎日のお散歩

皆
で
力
を

合
わ
せ
て

肩たたき
いつも
ありがとう

金田保育園は、自然や大いなるものに対する敬いと感謝の心を大切にし一人ひとりを認め合い、見守
り合い、広い心、豊かな心を育み合い、集うすべての人が輝く存在であり続けられる場所である。基本理念

自由保育

たくさんとれたよ

今日の一番を見せてね

食育教室

園外活動 体育活動 異世代交流

伝統文化の体験

この理念のもと、からだもこころも健やかな子を育てることを目標に元気に 明るく 楽しい保育園生活を送っています。
園長　金山　文雄

器楽演奏
和太鼓演奏
夕べのつどい 音楽活動


